
身体拘束最小化に関する宣言 

当院では、患者さんの尊厳を保持し、安全で質の高い医療を提供するため、「身体拘

束は原則として行わない」ことを宣言します 

1. 身体拘束の原則禁止  

私たちは、身体拘束が患者さんの心身に及ぼす弊害を深く認識し、安易な拘

束を行いません 

2. やむを得ない場合の三原則の遵守  

切迫性、非代替性、一時性の 3つの要件すべてを満たし、かつ医師が治療上

不可欠と判断した場合を除き、身体拘束は行いません 

3. 多職種によるチーム医療の実践  

拘束が必要と判断された場合でも、医師・看護師・リハビリスタッフ等による多

職種チームで、早期解除に向けた検討を毎日行います 

4. 環境整備と代替案の模索  

離床センサーの活用や見守り体制の強化など、拘束に頼らないケア環境の整

備を推進します 

5. 継続的な教育と啓発  

全職員に対して定期的な研修を行い、身体拘束最小化に向けた意識の向上

と技術の習得に努めます 
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